
【ご提案】



横浜ガジェットまつりとは？

手作りガジェットや発売されたばかりのガジェットを見たり、触ったり、開発者から話を聞いたり、
ワークショップに参加したり、大人から子どもまで誰もが楽しめる体験型交流イベントです。

【目的】 横浜発のオープンイノベーションがもっと加速する土壌作り
 企業間及びエンジニア間の交流の活性化
 エンジニアとユーザーのface to faceのコミュニケーションの機会
 未来のエンジニアの卵である学生・子どもたちの学びの場

【経緯】
2015年、富士ゼロックス社内で、有志でハッカソンなどを企画しているメンバーが、
帰宅前の社員をターゲットにした交流イベントとして第一回ガジェット祭りを開催。
2016年、横浜市経済局が地域の交流イベントとして後援。



【昨年の開催概要】
 日時：2016年11月17日(木)、18日(金)両日とも17:30～21:00 （入場料：無料）
 場所：富士ゼロックス お客様共創ラボラトリー
 主催：富士ゼロックスと関連企業 ／ 後援：横浜市 経済局
 来場者数：1,000人以上（大企業・中小企業・ベンチャー企業のエンジニア、学生,子ども等）
 出展ブース : 44（大企業、中小ベンチャ―企業、大学、個人等、市内外問わず出展）
 講演 ： 超人スポーツ協会（慶應大学院 南澤准教授）、横浜市内ベンチャー、コミュニティデザインラボ等

横浜ガジェットまつり2016について①



横浜ガジェットまつり2016について②



来場者
感 想

出展者
感 想

・ ネットの記事では得られないガジェットの使用感や裏話がきけて良かった。（30代会社員）

・ 皆非常に楽しそうな顔をしておりとても良い雰囲気だった。（20代会社員）

・ 今後業務で使用する一助になると思う。試作会社の方とお話しできたのは良かった。（40代会社員）

・ 通常業務の範囲を超えた面白い発想やモノがたくさんあったので楽しい。（40代会社員）

・ 技術的に興味はあっても今一つ分からないものが今回のイベントで少し解消された。

入門編のようでとっつきやすくて素敵なイベントだった。（30代教育関係）

・ 大勢集まって楽しくやっている雰囲気が良いですねえ。（50代会社員）

・ 様々な技術に触れられて面白かった。（20代学生）

・ 短時間で多くの方に体験いただけた。（来場者数が多かった。）

・ 様々な方々にお越し頂けた。ベンチャー企業同士の交流が出来た。

・ 自社で検討していた技術がちょうど出展されており、その場で協業に向けたお話ができたことはとても幸いでした。

・ 自社製品の魅力を多くの方に知っていただけたかと思います。あと出展料がかからなかったのも嬉しいです。

・ 大手メーカーの方から技術的な質問が多かったです！某出版社の方から記事執筆のオファーを頂いた。
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出展一覧
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タルとリストコンテンツのレイアウトコンセプトと参加のメリット

【イベントコンセプト】

技術大会 + 展示会 + 地域のお祭り ＝ 横浜ガジェットまつり

【参考】 コンセプトの近いイベント : Maker Faire Tokyo http://makezine.jp/event/mft2017/

【参加のメリット】
 オープンイノベーション志向の組織・エンジニア・イノベーターと交流ができます。
 出展品（試作品、製品等）についてユーザーや他のエンジニアから生のフィードバックが得られます。
 横浜地域への貢献を通じて、貴団体の広報・CSR活動に寄与します。
 横浜発のオープンイノベーションムーブメントに参加できます。

技術大会
技術の情報交換
エンジニアの交流

展示会
活動のお披露目・PR
デモを発表できる機会

地域のお祭り
ゆるさ・親しみやすさ
誰でも参加できる



タイトルとグラフコンテンツのレイアウト

 日時 : 平成29年11月17日（金）16時～20時
18日（土）10時～17時

 共催 ： 横浜市経済局、富士ゼロックス他（他団体についても調整中）

 会場 ： 富士ゼロックス お客さま共創ラボラトリー
横浜三井ビルディング
新都市プラザ（横浜そごう地下２階入口）※17日のみ

 来場者目標 : 3,000名

 出展ブース数 : のべ100ブース超

横浜ガジェットまつり2017の概要



横浜三井ビルディング１F

展示会場（予定）

新都市プラザ ※17日のみ
横浜そごう 地下２F

富士ゼロックス R&Dスクエア
お客さま共創ラボラトリー



タイトルとグラフコンテンツのレイアウト

 ブースの出展

 ワークショップの実施
※商業目的は不可。作業に必要な部品等の実費の徴収は可能です（要相談）

 講演、セミナー、ステージでのデモンストレーション

 共催、後援名義の提供
※いずれも参加は無料です。
※既製品／試作品を問わず、出展が可能です。
※本会場内での販売、商談はご遠慮いただいております。

参加についてのご提案



展 示 ワークショップ ステージ

・150cm x 100cm 程度の長机を
1 台提供します。

・ガジェットの展示、体験、
デモンストレーションが可能です。

・展示中は会場に担当者を配置
してください（離席可能）

・個室と机のある座席を提供します。
最大で15 名、 2 時間のワーク
ショップが可能です。

・工作等の場合、実費（材料費等）は
参加者から徴収可能です。

・ワークショップ参加者の募集は、
原則出展者ご自身でお願いします。

・座席最大70 名程度のステージを
最大 1 時間提供します。

・マイク、スピーカー、プロジェク
ターを提供します。

・用途はセミナー、講演、デモンスト
レーション、パフォーマンス等自由
です。

※１つの出展形態につき１回出展申し込みをお願いします（展示とステージを両方希望する場合、２回申し込みしてください）



ウエブの申し込みフォームより申請をお願いします。
【申込期限 10/10（火）】

アドレス ： https://goo.gl/GY59X2

出展申し込みについて

※ １つの出展形態につき１回の出展申し込みをお願いします。
例：展示とステージを両方希望する場合、２回申し込みしてください。

※ 出展にあたっては、出展規約をあらかじめご一読ください。
https://drive.google.com/file/d/0B62gzoOPm4ldOHFBV1BtUG5KalU/

※ 会期中の一部時間のみの出展も可能です。申し込み画面で御希望の時間をご指定下さい。

https://goo.gl/GY59X2
https://drive.google.com/file/d/0B62gzoOPm4ldOHFBV1BtUG5KalU/


横浜でオープンイノベーションを

実現しましょう！

【連絡先】
横浜市 経済局 誘致推進課 大橋・村尾
TEL ： 045-671-2594
e-mail ： ke-yuchi@city.yokohama.jp

各会場やイベントの詳細、最新情報はFacebookページへ！
（http://goo.gl/4VsTLf）

http://goo.gl/4VsTLf
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